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２
学
期
中
間
考
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文学的文章 

 

 

 

 

 

 

論理的文章 

・優れた表現に接してその条件を考えたり、書

いた文章について自己評価や相互評価を行っ

たりして，自分の表現に役立てるとともに、も

のの見方、感じ方、考え方を豊かにする。 

・対象を的確に説明したり描写したりするな

ど，適切な表現の仕方を考えて書く。 

 

・文章の構成や展開を確かめ，内容や表現の仕

方について評価したり，書き手の意図をとらえ

たりする。 

・要約 

・漢字テスト 

・現代文単語 

２
学
期
期
末
考
査 

文学的文章 

 

 

論理的文章 

 

 

 

 

 

冬季休業課題 

・文章に描かれた人物，情景，心情などを表現に

即して読み味わう。 

 

・幅広く本や文章を読み，情報を得て用いたり，も

のの見方，感じ方，考え方を豊かにしたりする。 

・論理の構成や展開を工夫し，論拠に基づいて自

分の考えを文章にまとめる。 

・漢字テスト 

・近現代文学史 

３

学

期 

３
学
期
期
末
考
査 

文学的文章 

 

 

 

論理的文章 

・文章に描かれた人物，情景，心情などを表現に

即して読み味わう。 

 

 

・課題を解決したり考えを深めたりするために，相

手の立場や考えを尊重し，表現の仕方や進行

の仕方などを工夫して話し合う。 

 

・近現代文学史 

 

 

 

・現代文単語 

 

【学習上の留意点】授業の進度によって内容が変わることがあります。 

 













3

学

期 

学
年
末
考
査 

第４章 国際政治の動向と日本の役

割 

①国家主権と国際法 

②国際連合の役割 

③今日の国際社会 

④核兵器の廃絶と国際平和 

⑤地域紛争と人種・民族問題 

⑥国境と領土問題 

⑦外交政策と日本の役割 

□国際法の意義と役割について，多面的に考察し，理解

する。 

□勢力均衡と集団安全保障体制の違いについて考え，国

連の役割と課題について理解する。 

□国際連合の役割と課題について，理解する。 

□冷戦終結前後の国際社会の状況について，年表を使っ

て整理し，理解する。 

□核兵器を廃絶するには何が必要かを考え，核兵器の開

発・拡散の状況,廃絶するためのさまざまな取り組みに

ついて，具体的事例をあげて多角的に考察する。 

□なぜ人種や民族の違いにより争うのかを主体的に考

え，人種・民族紛争の実態，難民問題について理解する。 

 

□国境と領土問題，特に日本の領土問題についての知識

を身につける。 

□国際社会における日本の役割や，国際社会の一員とし

て私たちは何をすべきかを考える。 

 

 

 

その他 

 

第２章 個人の尊重と法の支配 

①民主政治における個人と国家 

②基本的人権と法の支配 

③世界のおもな政治体制 

 

第３章 現代の民主政治と政治参加

の意義 

①日本国憲法の基本原理 

②平和主義と安全保障 

③基本的人権の保障と新しい人権 

④国民主権と議会制民主主義 

⑤内閣と行政の民主化 

⑥裁判所と人権保障 

⑦地方自治と住民の福祉 

⑧世論形成と政治参加 

第７章 現代に生きる倫理 

①豊かな人生を求めて 

②日本の伝統的なものの考え方 

③西洋の自然観と人間観 

④私たちの課題 

 

第１編 私たちの生きる社会 

①地球環境問題 

②資源・エネルギー問題 

③科学技術の発達と生命倫理 

④高度情報社会と私たちの生活 

 

第２編 現代社会と人間としてのあり方生き

方 

第１章 現代に生きる青年 

①青年期の意義と自己形成の課題 

②現代社会における青年の生き方 

③伝統や文化と私たちの生活 

 

第３編 ともに生きる社会をめざして 

「税と社会」 

「発展途上国の貧困問題の解決をめざして」 

「人口問題と私たちの未来」 

3 年次の選択

者が問題演習

と並行して学

習する。 

【学習上の留意点】 進度は目安です。進度の都合上、学習単元が前後します。 

 





































高校１年 全コース 保健体育 

教科 保健体育  

科目 体育・保健 

体育：２単位（３年次：３単位） 

保健：１単位（１，２年次のみ） 

対象学年 1 年 

コース  全コース 

【学習目標】 

[体育] ・運動することにより体力が向上する最も適した時期である。外周コースの持久走など積極的に運動する

ことによって健康な生活を送るための基礎体力の向上を目指す。また、授業のいろいろなスポーツを

経験することによって集団の一員としての行動や集団の規律・秩序といったことを学習する。 

[保健] ・思春期から中高年期までの健康に関することや、現代の健康問題を理解し、新しい時代の健康のあり方

について、自ら取り組めるように学習する。 

・集団の生活における健康などに関する知識を身につけ、社会生活における健康の意義を理解する。 

【評価の観点】 

[体育] 出席状況、授業への取り組み姿勢、実技テスト等を総合的に判断して評価する。 

[保健] 考査の素点、ノート及び授業態度等を総合的に判断して評価する。 

【使用教材】 教科書 ： 現代高等保健体育（大修館書店） 

副教材 ： 現代高等保健体育ノート（大修館書店）   

【学習内容】 

35W 4W 8W 8W 7W 8W 

4 月～5月 2 週 5 月 3 週～7 月 9 月～2 学期中間 2 学期中間～12 月 1 月～3 月 

学  年 1 2-1 2-2 3 

高１年男子 

２単位 

スポーツテスト サッカー 剣道 陸上 バスケ 

体つくり運動 バスケ 陸上 剣道 サッカー 

集団行動 剣道 サッカー バスケ 陸上 

高２年男子 

２単位 

スポーツテスト サッカー ソフト バードゴルフ バスケ 

体つくり運動 バスケ バードゴルフ ソフト サッカー 

集団行動 ソフト サッカー バスケ バードゴルフ 

高３年男子 

３単位 

4 月～7 月 9 月～12 月 

 

ソフト ソフト 

サッカー サッカー 

テニス バードゴルフ 

高１年女子 

２単位 

スポーツテスト テニス バスケ 
ダンス 

陸上 

集団行動・体つくり運動 陸上 テニス バスケ 

高２年女子 

２単位 

旗体操・スポーツテスト バレー 
ダンス 

バレー 

集団行動・体つくり運動 テニス テニス 

高３年女子        

３単位 

4 月～7 月 8 月～12 月 

 ソフト バレー 

バードゴルフ ソフト 
 

 

 

 

 



【体育】 

種 目 学習内容 ねらい 

集団行動 
・集団行動（姿勢、方向転換、集合、整頓、列の増

減、開列、など）    

集団としての行動を秩序正しく行え

ることを目指す。 

体つくり運動 
・体ほぐしの運動  

・体力を高める運動 

 

 

 

身のこなしや体の調子を整えさせる。 

体育祭練習 
・旗体操 (女子)   

・体育祭練習（学年種目） 

集団としての行動を秩序正しく行え

ることを目指す。 

男子 

 

学習内容 ねらい 

剣 道 

・礼法、(立礼、正座、)  

・竹刀の持ち方（構え、足さばき）、素振り 

・防具の付け方 

・面，小手，胴打ち，切り返し             

・試合形式の稽古  

・試合 

剣道の技術の向上と礼儀正しい態度

を養う。 

陸上競技 

・短距離走（５０ｍタイムトライアル） 

・リレー競争（バトンパスの方法） 

・ハードル走（ハードリングの方法，インターバル

の走り方、５０ｍＨ走） 

・持久走｛外周コース（１周 700m）を２～５周｝ 

自己の技能や体力を最大限に発揮し，

タイムの向上を目指す。 

サッカー 

・ボールフィーリング ，パス，ドリブル 

・シュート  

・４対４のスモールサイドゲーム 

・１１対１１のゲーム 

サッカーの個人的技能（パス、ドリブ

ル、シュート）を習得し、ゲームに生

かせるようにする。ルールを守り，勝

敗に対して公平な態度がとれるよう

にする。 

バードゴルフ 

・正確なグリップ，アドレス，バックスイング，ダ

ウンスイング，インパクト，フォロー，フィニッシ

ュ 

基本的スイングを習得しコースを廻

る。審判不在のゲームなので，「正直・

公正」のフェアープレイの精神を養

う。 

バスケットボール 

・ドリブル技術習得（左右・ドリブルチェンジ・ス

ピードドリブル） 

・２対１のパス 

・５メン～３：２～２：１ 

・シュート（フリースロー・３Ｐ） 

・ゲーム 

基本的な技術、ルールを覚えるととも

に、仲間と協力して行うチームプレー

などをする楽しさや難しさを知り，チ

ームでのオフェンス・ディフェンスを

通してバスケットボールに関する理

解を深める。 

ソフトボール 

・キャッチボール（至近距離、遠投、ゴロ、フライ）  

・バッティング（素振り、トス）   

・バッティング（バント、フリー）   

・試合形式の練習，試合  

・チーム別での課題練習 

 

 

 

 

基本的な技術を身につける為にキャ

ッチボール、バッティングなどを行

う。また，基礎を生かしたゲーム展開

をできようにする。 



テニス 

正確な構えから，いかなる返球にも対応できるフッ

トワーク  

・フォアハンド，バックハンド，ボレー 

・ラリー，戦術学習  

・ゲーム 

基本的な技術を身につけ，ダブルスの

ゲームまで発展させる。お互い協力し

ながら集中してプレーを行う。 

女子 学習内容 ねらい 

陸上競技 

・短距離走（５０ｍタイムトライアル）   

・リレー競争（バトンパスの方法）   

・ハードル走（ハードリングの方法，インターバル

の走り方、５０ｍＨ走） 

 

自己の技能や体力を最大限に発揮し，

タイムの向上を目指す。 

バスケットボール 

・２人組パス（チェスト・ショルダー・バウンズ・

オーバーヘッド）  

・シュートの仕方（もち方・ボールを当てる位置）  

・ドリブル技術習得（左右・ドリブルチェンジ・ス

ピードドリブル）  

・レイアップシュート技術の習得  

・３対２ （ハーフコート）  

・ゲーム 

基本的な技術、ルールを覚えるととも

に，仲間と協力して行うチームプレー

などをする楽しさや難しさを知り， 

個人技ではないチームでのオフェン

ス・ディフェンスを通してバスケット

ボールに関する理解を深める。 

 

ダンス 

・ガイダンス・ビデオ鑑賞 

・運動課題，テーマの絞込み 

・個人のモチーフテスト，修正と踊り込み，通しで

踊る練習 

・発表会 

・動きで自分の考えが相手に伝わる喜

びを味わう。また，仲間と協和する 

・楽しみや人に感動を与える楽しさを

実感しよう。心と体をほぐしてリズム

感を身につけよう。 

テニス 

・グランドストローク 

（フォアハンド、バックハンド）  

・ボレー，ラリー，サービスからラリー 

・ゲーム 

基本的な技術を身につけ、ダブルスの

ゲームまで発展させる。お互い協力し

ながら集中してプレーを行う。 

バレーボール 

・パスの技術習得（オーバーハンドパス，アンダー

ハンドパス），二人組でパス 

・サーブ技術習得 

・スパイク技術，レシーブ，ブロックの習得 

・ゲーム 

基礎技術を再確認し、試合で生かせる

ようにする。 

ゲームで必要な技術を身につける 

ソフトボール 

・キャッチボールでボールに慣れる （至近距離～遠

投、ゴロなど) 

・バッティング練習 

・場面に合わせた守備練習，チームでの練習，連携

プレーの確認 

・ゲーム 

身につけた基本技能を発展させ，野球

におけるコミュニケーションのとれ

たゲームが出来るようにする。 



バードゴルフ 

・正確なグリップ，アドレス，バックスイング，ダ

ウンスイング，インパクト，フォロー，フィニッシ

ュ 

 

基本的スイングを習得しコースを廻

る。審判不在のゲームなので，「正直・

公正」のフェアープレイの精神を養

う。 

 

【保健】 

１年 （1 単位） 現代社会と健康 生涯を通じる健康・現代社会と健康 現代社会と健康 

２年 （１単位） 現代社会と健康 現代社会と健康・生涯を通じる健康 
現代社会と健康・ 

社会生活と健康 

 

１年 

１学期 １単元 現代社会と健康 

・私たちの健康のすがた 

・健康のとらえ方 

・健康と意思決定・行動選択 

・健康に関する健康づくり 

・生活習慣病とその予防 

２学期 

２単元 生涯を通じる健康 

・思春期と健康 

・性意識と性行動の選択 

・結婚生活と健康 

・妊娠出産と健康 

・家族計画と人工妊娠中絶 

１単元 現代社会と健康 

・交通事故の現状と要因 

・交通社会における運転者の資質と責任 

・安全な交通社会づくり 

３学期 １単元 現代社会と健康 

・食事と健康 

・運動と健康 

・休養・睡眠と健康 

・喫煙と健康 

・飲酒と健康 

・薬物乱用と健康 

 
２年 

１学期 １単元 現代社会と健康 

・交通事故の現状と要因 

・交通社会における運転者の資質と責任 

・安全な交通社会づくり 

・応急手当の意義とその基本 

・心肺蘇生法 

・日常的な応急手当 

・実技 



２学期 

１単元 現代社会と健康 

・欲求と適応機制 

・心身の相関とストレス 

・ストレスへの対処 

・心の健康と自己実現 

２単元 生涯を通じる健康 

・加齢と健康 

・高齢者のための社会的取り組み 

・保健制度とその活用 

・医療制度とその活用 

・医薬品と健康 

・さまざまな保健活動や対策 

３学期 

１単元 現代社会と健康 

・現代の感染症 

・感染症の予防 

・性感染症・エイズとその予防 

３単元 社会生活と健康 

・働くことと健康 

・労働災害と健康 

・健康的な職業生活 

 

 
【学習上の留意点】 

『体育』 

・クラスの体育委員の指示による整列、挨拶、出欠確認。 

・体育委員を中心に授業の内容に沿った準備運動や補助運動を行う。 

・安全性を重視する。まずは怪我の防止という点で準備体操は十分に行う。施設の正しい利用や用具の管理、運動場

の整備なども安全面では重要なことである。 

・服装は学校指定の体操服。運動に相応しい着用の仕方を心掛ける。衛生面にも配慮し、体操着は清潔にしておく。

また、シューズケースの置き方についてもクラス毎にまとめ、整理整頓に心掛ける。 

・評価・評定：前期は１０段階で評価する。学年末は５段階で評定する。 

 

『保健』 

・教科書、ノートを中心に学習する。ビデオ学習では重要と思われるところについてはメモをとるように心がけるこ

と。 

・ノートは年２回提出があります。日頃からまとめておくこと。 















































【学習上の留意点】 

※ 毎回予習（予習ノート）をして授業に臨むこと。ノートチェックも行います。 

※ 予習⇒授業⇒復習（学校）+自主学習（問題集などの家庭学習）を積極的に行い、学力を伸ばしましょう。 

※ 長期休暇後は Viewpointの課題テストをします。 

 







高校１年 全コース 保健体育 

教科 保健体育  

科目 体育・保健 

体育：２単位（３年次：３単位） 

保健：１単位（１，２年次のみ） 

対象学年 1 年 

コース  全コース 

【学習目標】 

[体育] ・運動することにより体力が向上する最も適した時期である。外周コースの持久走など積極的に運動する

ことによって健康な生活を送るための基礎体力の向上を目指す。また、授業のいろいろなスポーツを

経験することによって集団の一員としての行動や集団の規律・秩序といったことを学習する。 

[保健] ・思春期から中高年期までの健康に関することや、現代の健康問題を理解し、新しい時代の健康のあり方

について、自ら取り組めるように学習する。 

・集団の生活における健康などに関する知識を身につけ、社会生活における健康の意義を理解する。 

【評価の観点】 

[体育] 出席状況、授業への取り組み姿勢、実技テスト等を総合的に判断して評価する。 

[保健] 考査の素点、ノート及び授業態度等を総合的に判断して評価する。 

【使用教材】 教科書 ： 現代高等保健体育（大修館書店） 

副教材 ： 現代高等保健体育ノート（大修館書店）   

【学習内容】 

35W 4W 8W 8W 7W 8W 

4 月～5月 2 週 5 月 3 週～7 月 9 月～2 学期中間 2 学期中間～12 月 1 月～3 月 

学  年 1 2-1 2-2 3 

高１年男子 

２単位 

スポーツテスト サッカー 剣道 陸上 バスケ 

体つくり運動 バスケ 陸上 剣道 サッカー 

集団行動 剣道 サッカー バスケ 陸上 

高２年男子 

２単位 

スポーツテスト サッカー ソフト バードゴルフ バスケ 

体つくり運動 バスケ バードゴルフ ソフト サッカー 

集団行動 ソフト サッカー バスケ バードゴルフ 

高３年男子 

３単位 

4 月～7 月 9 月～12 月 

 

ソフト ソフト 

サッカー サッカー 

テニス バードゴルフ 

高１年女子 

２単位 

スポーツテスト テニス バスケ 
ダンス 

陸上 

集団行動・体つくり運動 陸上 テニス バスケ 

高２年女子 

２単位 

旗体操・スポーツテスト バレー 
ダンス 

バレー 

集団行動・体つくり運動 テニス テニス 

高３年女子        

３単位 

4 月～7 月 8 月～12 月 

 ソフト バレー 

バードゴルフ ソフト 
 

 

 

 

 



【体育】 

種 目 学習内容 ねらい 

集団行動 
・集団行動（姿勢、方向転換、集合、整頓、列の増

減、開列、など）    

集団としての行動を秩序正しく行え

ることを目指す。 

体つくり運動 
・体ほぐしの運動  

・体力を高める運動 

 

 

 

身のこなしや体の調子を整えさせる。 

体育祭練習 
・旗体操 (女子)   

・体育祭練習（学年種目） 

集団としての行動を秩序正しく行え

ることを目指す。 

男子 

 

学習内容 ねらい 

剣 道 

・礼法、(立礼、正座、)  

・竹刀の持ち方（構え、足さばき）、素振り 

・防具の付け方 

・面，小手，胴打ち，切り返し             

・試合形式の稽古  

・試合 

剣道の技術の向上と礼儀正しい態度

を養う。 

陸上競技 

・短距離走（５０ｍタイムトライアル） 

・リレー競争（バトンパスの方法） 

・ハードル走（ハードリングの方法，インターバル

の走り方、５０ｍＨ走） 

・持久走｛外周コース（１周 700m）を２～５周｝ 

自己の技能や体力を最大限に発揮し，

タイムの向上を目指す。 

サッカー 

・ボールフィーリング ，パス，ドリブル 

・シュート  

・４対４のスモールサイドゲーム 

・１１対１１のゲーム 

サッカーの個人的技能（パス、ドリブ

ル、シュート）を習得し、ゲームに生

かせるようにする。ルールを守り，勝

敗に対して公平な態度がとれるよう

にする。 

バードゴルフ 

・正確なグリップ，アドレス，バックスイング，ダ

ウンスイング，インパクト，フォロー，フィニッシ

ュ 

基本的スイングを習得しコースを廻

る。審判不在のゲームなので，「正直・

公正」のフェアープレイの精神を養

う。 

バスケットボール 

・ドリブル技術習得（左右・ドリブルチェンジ・ス

ピードドリブル） 

・２対１のパス 

・５メン～３：２～２：１ 

・シュート（フリースロー・３Ｐ） 

・ゲーム 

基本的な技術、ルールを覚えるととも

に、仲間と協力して行うチームプレー

などをする楽しさや難しさを知り，チ

ームでのオフェンス・ディフェンスを

通してバスケットボールに関する理

解を深める。 

ソフトボール 

・キャッチボール（至近距離、遠投、ゴロ、フライ）  

・バッティング（素振り、トス）   

・バッティング（バント、フリー）   

・試合形式の練習，試合  

・チーム別での課題練習 

 

 

 

 

基本的な技術を身につける為にキャ

ッチボール、バッティングなどを行

う。また，基礎を生かしたゲーム展開

をできようにする。 



テニス 

正確な構えから，いかなる返球にも対応できるフッ

トワーク  

・フォアハンド，バックハンド，ボレー 

・ラリー，戦術学習  

・ゲーム 

基本的な技術を身につけ，ダブルスの

ゲームまで発展させる。お互い協力し

ながら集中してプレーを行う。 

女子 学習内容 ねらい 

陸上競技 

・短距離走（５０ｍタイムトライアル）   

・リレー競争（バトンパスの方法）   

・ハードル走（ハードリングの方法，インターバル

の走り方、５０ｍＨ走） 

 

自己の技能や体力を最大限に発揮し，

タイムの向上を目指す。 

バスケットボール 

・２人組パス（チェスト・ショルダー・バウンズ・

オーバーヘッド）  

・シュートの仕方（もち方・ボールを当てる位置）  

・ドリブル技術習得（左右・ドリブルチェンジ・ス

ピードドリブル）  

・レイアップシュート技術の習得  

・３対２ （ハーフコート）  

・ゲーム 

基本的な技術、ルールを覚えるととも

に，仲間と協力して行うチームプレー

などをする楽しさや難しさを知り， 

個人技ではないチームでのオフェン

ス・ディフェンスを通してバスケット

ボールに関する理解を深める。 

 

ダンス 

・ガイダンス・ビデオ鑑賞 

・運動課題，テーマの絞込み 

・個人のモチーフテスト，修正と踊り込み，通しで

踊る練習 

・発表会 

・動きで自分の考えが相手に伝わる喜

びを味わう。また，仲間と協和する 

・楽しみや人に感動を与える楽しさを

実感しよう。心と体をほぐしてリズム

感を身につけよう。 

テニス 

・グランドストローク 

（フォアハンド、バックハンド）  

・ボレー，ラリー，サービスからラリー 

・ゲーム 

基本的な技術を身につけ、ダブルスの

ゲームまで発展させる。お互い協力し

ながら集中してプレーを行う。 

バレーボール 

・パスの技術習得（オーバーハンドパス，アンダー

ハンドパス），二人組でパス 

・サーブ技術習得 

・スパイク技術，レシーブ，ブロックの習得 

・ゲーム 

基礎技術を再確認し、試合で生かせる

ようにする。 

ゲームで必要な技術を身につける 

ソフトボール 

・キャッチボールでボールに慣れる （至近距離～遠

投、ゴロなど) 

・バッティング練習 

・場面に合わせた守備練習，チームでの練習，連携

プレーの確認 

・ゲーム 

身につけた基本技能を発展させ，野球

におけるコミュニケーションのとれ

たゲームが出来るようにする。 



バードゴルフ 

・正確なグリップ，アドレス，バックスイング，ダ

ウンスイング，インパクト，フォロー，フィニッシ

ュ 

 

基本的スイングを習得しコースを廻

る。審判不在のゲームなので，「正直・

公正」のフェアープレイの精神を養

う。 

 

【保健】 

１年 （1 単位） 現代社会と健康 生涯を通じる健康・現代社会と健康 現代社会と健康 

２年 （１単位） 現代社会と健康 現代社会と健康・生涯を通じる健康 
現代社会と健康・ 

社会生活と健康 

 

１年 

１学期 １単元 現代社会と健康 

・私たちの健康のすがた 

・健康のとらえ方 

・健康と意思決定・行動選択 

・健康に関する健康づくり 

・生活習慣病とその予防 

２学期 

２単元 生涯を通じる健康 

・思春期と健康 

・性意識と性行動の選択 

・結婚生活と健康 

・妊娠出産と健康 

・家族計画と人工妊娠中絶 

１単元 現代社会と健康 

・交通事故の現状と要因 

・交通社会における運転者の資質と責任 

・安全な交通社会づくり 

３学期 １単元 現代社会と健康 

・食事と健康 

・運動と健康 

・休養・睡眠と健康 

・喫煙と健康 

・飲酒と健康 

・薬物乱用と健康 

 
２年 

１学期 １単元 現代社会と健康 

・交通事故の現状と要因 

・交通社会における運転者の資質と責任 

・安全な交通社会づくり 

・応急手当の意義とその基本 

・心肺蘇生法 

・日常的な応急手当 

・実技 



２学期 

１単元 現代社会と健康 

・欲求と適応機制 

・心身の相関とストレス 

・ストレスへの対処 

・心の健康と自己実現 

２単元 生涯を通じる健康 

・加齢と健康 

・高齢者のための社会的取り組み 

・保健制度とその活用 

・医療制度とその活用 

・医薬品と健康 

・さまざまな保健活動や対策 

３学期 

１単元 現代社会と健康 

・現代の感染症 

・感染症の予防 

・性感染症・エイズとその予防 

３単元 社会生活と健康 

・働くことと健康 

・労働災害と健康 

・健康的な職業生活 

 

 
【学習上の留意点】 

『体育』 

・クラスの体育委員の指示による整列、挨拶、出欠確認。 

・体育委員を中心に授業の内容に沿った準備運動や補助運動を行う。 

・安全性を重視する。まずは怪我の防止という点で準備体操は十分に行う。施設の正しい利用や用具の管理、運動場

の整備なども安全面では重要なことである。 

・服装は学校指定の体操服。運動に相応しい着用の仕方を心掛ける。衛生面にも配慮し、体操着は清潔にしておく。

また、シューズケースの置き方についてもクラス毎にまとめ、整理整頓に心掛ける。 

・評価・評定：前期は１０段階で評価する。学年末は５段階で評定する。 

 

『保健』 

・教科書、ノートを中心に学習する。ビデオ学習では重要と思われるところについてはメモをとるように心がけるこ

と。 

・ノートは年２回提出があります。日頃からまとめておくこと。 





















































【学習上の留意点】 

※ 毎回予習（予習ノート）をして授業に臨むこと。 

※ 予習⇒授業⇒復習（学校）+自主学習（問題集などの家庭学習）を積極的に行い、学力を伸ばしましょう。 

※ 課題はしっかりと取り組み、期限内に提出すること。 

※ 各考査後にはノートチェックを行います。 

 







高校１年 全コース 保健体育 

教科 保健体育  

科目 体育・保健 

体育：２単位（３年次：３単位） 

保健：１単位（１，２年次のみ） 

対象学年 1 年 

コース  全コース 

【学習目標】 

[体育] ・運動することにより体力が向上する最も適した時期である。外周コースの持久走など積極的に運動する

ことによって健康な生活を送るための基礎体力の向上を目指す。また、授業のいろいろなスポーツを

経験することによって集団の一員としての行動や集団の規律・秩序といったことを学習する。 

[保健] ・思春期から中高年期までの健康に関することや、現代の健康問題を理解し、新しい時代の健康のあり方

について、自ら取り組めるように学習する。 

・集団の生活における健康などに関する知識を身につけ、社会生活における健康の意義を理解する。 

【評価の観点】 

[体育] 出席状況、授業への取り組み姿勢、実技テスト等を総合的に判断して評価する。 

[保健] 考査の素点、ノート及び授業態度等を総合的に判断して評価する。 

【使用教材】 教科書 ： 現代高等保健体育（大修館書店） 

副教材 ： 現代高等保健体育ノート（大修館書店）   

【学習内容】 

35W 4W 8W 8W 7W 8W 

4 月～5月 2 週 5 月 3 週～7 月 9 月～2 学期中間 2 学期中間～12 月 1 月～3 月 

学  年 1 2-1 2-2 3 

高１年男子 

２単位 

スポーツテスト サッカー 剣道 陸上 バスケ 

体つくり運動 バスケ 陸上 剣道 サッカー 

集団行動 剣道 サッカー バスケ 陸上 

高２年男子 

２単位 

スポーツテスト サッカー ソフト バードゴルフ バスケ 

体つくり運動 バスケ バードゴルフ ソフト サッカー 

集団行動 ソフト サッカー バスケ バードゴルフ 

高３年男子 

３単位 

4 月～7 月 9 月～12 月 

 

ソフト ソフト 

サッカー サッカー 

テニス バードゴルフ 

高１年女子 

２単位 

スポーツテスト テニス バスケ 
ダンス 

陸上 

集団行動・体つくり運動 陸上 テニス バスケ 

高２年女子 

２単位 

旗体操・スポーツテスト バレー 
ダンス 

バレー 

集団行動・体つくり運動 テニス テニス 

高３年女子        

３単位 

4 月～7 月 8 月～12 月 

 ソフト バレー 

バードゴルフ ソフト 
 

 

 

 

 



【体育】 

種 目 学習内容 ねらい 

集団行動 
・集団行動（姿勢、方向転換、集合、整頓、列の増

減、開列、など）    

集団としての行動を秩序正しく行え

ることを目指す。 

体つくり運動 
・体ほぐしの運動  

・体力を高める運動 

 

 

 

身のこなしや体の調子を整えさせる。 

体育祭練習 
・旗体操 (女子)   

・体育祭練習（学年種目） 

集団としての行動を秩序正しく行え

ることを目指す。 

男子 

 

学習内容 ねらい 

剣 道 

・礼法、(立礼、正座、)  

・竹刀の持ち方（構え、足さばき）、素振り 

・防具の付け方 

・面，小手，胴打ち，切り返し             

・試合形式の稽古  

・試合 

剣道の技術の向上と礼儀正しい態度

を養う。 

陸上競技 

・短距離走（５０ｍタイムトライアル） 

・リレー競争（バトンパスの方法） 

・ハードル走（ハードリングの方法，インターバル

の走り方、５０ｍＨ走） 

・持久走｛外周コース（１周 700m）を２～５周｝ 

自己の技能や体力を最大限に発揮し，

タイムの向上を目指す。 

サッカー 

・ボールフィーリング ，パス，ドリブル 

・シュート  

・４対４のスモールサイドゲーム 

・１１対１１のゲーム 

サッカーの個人的技能（パス、ドリブ

ル、シュート）を習得し、ゲームに生

かせるようにする。ルールを守り，勝

敗に対して公平な態度がとれるよう

にする。 

バードゴルフ 

・正確なグリップ，アドレス，バックスイング，ダ

ウンスイング，インパクト，フォロー，フィニッシ

ュ 

基本的スイングを習得しコースを廻

る。審判不在のゲームなので，「正直・

公正」のフェアープレイの精神を養

う。 

バスケットボール 

・ドリブル技術習得（左右・ドリブルチェンジ・ス

ピードドリブル） 

・２対１のパス 

・５メン～３：２～２：１ 

・シュート（フリースロー・３Ｐ） 

・ゲーム 

基本的な技術、ルールを覚えるととも

に、仲間と協力して行うチームプレー

などをする楽しさや難しさを知り，チ

ームでのオフェンス・ディフェンスを

通してバスケットボールに関する理

解を深める。 

ソフトボール 

・キャッチボール（至近距離、遠投、ゴロ、フライ）  

・バッティング（素振り、トス）   

・バッティング（バント、フリー）   

・試合形式の練習，試合  

・チーム別での課題練習 

 

 

 

 

基本的な技術を身につける為にキャ

ッチボール、バッティングなどを行

う。また，基礎を生かしたゲーム展開

をできようにする。 



テニス 

正確な構えから，いかなる返球にも対応できるフッ

トワーク  

・フォアハンド，バックハンド，ボレー 

・ラリー，戦術学習  

・ゲーム 

基本的な技術を身につけ，ダブルスの

ゲームまで発展させる。お互い協力し

ながら集中してプレーを行う。 

女子 学習内容 ねらい 

陸上競技 

・短距離走（５０ｍタイムトライアル）   

・リレー競争（バトンパスの方法）   

・ハードル走（ハードリングの方法，インターバル

の走り方、５０ｍＨ走） 

 

自己の技能や体力を最大限に発揮し，

タイムの向上を目指す。 

バスケットボール 

・２人組パス（チェスト・ショルダー・バウンズ・

オーバーヘッド）  

・シュートの仕方（もち方・ボールを当てる位置）  

・ドリブル技術習得（左右・ドリブルチェンジ・ス

ピードドリブル）  

・レイアップシュート技術の習得  

・３対２ （ハーフコート）  

・ゲーム 

基本的な技術、ルールを覚えるととも

に，仲間と協力して行うチームプレー

などをする楽しさや難しさを知り， 

個人技ではないチームでのオフェン

ス・ディフェンスを通してバスケット

ボールに関する理解を深める。 

 

ダンス 

・ガイダンス・ビデオ鑑賞 

・運動課題，テーマの絞込み 

・個人のモチーフテスト，修正と踊り込み，通しで

踊る練習 

・発表会 

・動きで自分の考えが相手に伝わる喜

びを味わう。また，仲間と協和する 

・楽しみや人に感動を与える楽しさを

実感しよう。心と体をほぐしてリズム

感を身につけよう。 

テニス 

・グランドストローク 

（フォアハンド、バックハンド）  

・ボレー，ラリー，サービスからラリー 

・ゲーム 

基本的な技術を身につけ、ダブルスの

ゲームまで発展させる。お互い協力し

ながら集中してプレーを行う。 

バレーボール 

・パスの技術習得（オーバーハンドパス，アンダー

ハンドパス），二人組でパス 

・サーブ技術習得 

・スパイク技術，レシーブ，ブロックの習得 

・ゲーム 

基礎技術を再確認し、試合で生かせる

ようにする。 

ゲームで必要な技術を身につける 

ソフトボール 

・キャッチボールでボールに慣れる （至近距離～遠

投、ゴロなど) 

・バッティング練習 

・場面に合わせた守備練習，チームでの練習，連携

プレーの確認 

・ゲーム 

身につけた基本技能を発展させ，野球

におけるコミュニケーションのとれ

たゲームが出来るようにする。 



バードゴルフ 

・正確なグリップ，アドレス，バックスイング，ダ

ウンスイング，インパクト，フォロー，フィニッシ

ュ 

 

基本的スイングを習得しコースを廻

る。審判不在のゲームなので，「正直・

公正」のフェアープレイの精神を養

う。 

 

【保健】 

１年 （1 単位） 現代社会と健康 生涯を通じる健康・現代社会と健康 現代社会と健康 

２年 （１単位） 現代社会と健康 現代社会と健康・生涯を通じる健康 
現代社会と健康・ 

社会生活と健康 

 

１年 

１学期 １単元 現代社会と健康 

・私たちの健康のすがた 

・健康のとらえ方 

・健康と意思決定・行動選択 

・健康に関する健康づくり 

・生活習慣病とその予防 

２学期 

２単元 生涯を通じる健康 

・思春期と健康 

・性意識と性行動の選択 

・結婚生活と健康 

・妊娠出産と健康 

・家族計画と人工妊娠中絶 

１単元 現代社会と健康 

・交通事故の現状と要因 

・交通社会における運転者の資質と責任 

・安全な交通社会づくり 

３学期 １単元 現代社会と健康 

・食事と健康 

・運動と健康 

・休養・睡眠と健康 

・喫煙と健康 

・飲酒と健康 

・薬物乱用と健康 

 
２年 

１学期 １単元 現代社会と健康 

・交通事故の現状と要因 

・交通社会における運転者の資質と責任 

・安全な交通社会づくり 

・応急手当の意義とその基本 

・心肺蘇生法 

・日常的な応急手当 

・実技 



２学期 

１単元 現代社会と健康 

・欲求と適応機制 

・心身の相関とストレス 

・ストレスへの対処 

・心の健康と自己実現 

２単元 生涯を通じる健康 

・加齢と健康 

・高齢者のための社会的取り組み 

・保健制度とその活用 

・医療制度とその活用 

・医薬品と健康 

・さまざまな保健活動や対策 

３学期 

１単元 現代社会と健康 

・現代の感染症 

・感染症の予防 

・性感染症・エイズとその予防 

３単元 社会生活と健康 

・働くことと健康 

・労働災害と健康 

・健康的な職業生活 

 

 
【学習上の留意点】 

『体育』 

・クラスの体育委員の指示による整列、挨拶、出欠確認。 

・体育委員を中心に授業の内容に沿った準備運動や補助運動を行う。 

・安全性を重視する。まずは怪我の防止という点で準備体操は十分に行う。施設の正しい利用や用具の管理、運動場

の整備なども安全面では重要なことである。 

・服装は学校指定の体操服。運動に相応しい着用の仕方を心掛ける。衛生面にも配慮し、体操着は清潔にしておく。

また、シューズケースの置き方についてもクラス毎にまとめ、整理整頓に心掛ける。 

・評価・評定：前期は１０段階で評価する。学年末は５段階で評定する。 

 

『保健』 

・教科書、ノートを中心に学習する。ビデオ学習では重要と思われるところについてはメモをとるように心がけるこ

と。 

・ノートは年２回提出があります。日頃からまとめておくこと。 











２

学

期 

中
間
考
査 

（古文） 

物語（一） 

 

日記 

 

入試問題演習 

 

（漢文） 

清代の文章 

 

入試問題演習 

・物語を読んで、作者の思想や感情を読み取る。 

・文章の内容を構成や展開に即して的確に捉える。 

・問題の解き方を学び、実力を養う。 

 

期
末
考
査 

入試問題演習 

 

・問題の解き方を学び、実力を養う。 

 

 

【学習上の留意点】 

授業の進度によって内容が変わることがあります。 

 































高校１年 全コース 保健体育 

教科 保健体育  

科目 体育・保健 

体育：２単位（３年次：３単位） 

保健：１単位（１，２年次のみ） 

対象学年 1 年 

コース  全コース 

【学習目標】 

[体育] ・運動することにより体力が向上する最も適した時期である。外周コースの持久走など積極的に運動する

ことによって健康な生活を送るための基礎体力の向上を目指す。また、授業のいろいろなスポーツを

経験することによって集団の一員としての行動や集団の規律・秩序といったことを学習する。 

[保健] ・思春期から中高年期までの健康に関することや、現代の健康問題を理解し、新しい時代の健康のあり方

について、自ら取り組めるように学習する。 

・集団の生活における健康などに関する知識を身につけ、社会生活における健康の意義を理解する。 

【評価の観点】 

[体育] 出席状況、授業への取り組み姿勢、実技テスト等を総合的に判断して評価する。 

[保健] 考査の素点、ノート及び授業態度等を総合的に判断して評価する。 

【使用教材】 教科書 ： 現代高等保健体育（大修館書店） 

副教材 ： 現代高等保健体育ノート（大修館書店）   

【学習内容】 

35W 4W 8W 8W 7W 8W 

4 月～5月 2 週 5 月 3 週～7 月 9 月～2 学期中間 2 学期中間～12 月 1 月～3 月 

学  年 1 2-1 2-2 3 

高１年男子 

２単位 

スポーツテスト サッカー 剣道 陸上 バスケ 

体つくり運動 バスケ 陸上 剣道 サッカー 

集団行動 剣道 サッカー バスケ 陸上 

高２年男子 

２単位 

スポーツテスト サッカー ソフト バードゴルフ バスケ 

体つくり運動 バスケ バードゴルフ ソフト サッカー 

集団行動 ソフト サッカー バスケ バードゴルフ 

高３年男子 

３単位 

4 月～7 月 9 月～12 月 

 

ソフト ソフト 

サッカー サッカー 

テニス バードゴルフ 

高１年女子 

２単位 

スポーツテスト テニス バスケ 
ダンス 

陸上 

集団行動・体つくり運動 陸上 テニス バスケ 

高２年女子 

２単位 

旗体操・スポーツテスト バレー 
ダンス 

バレー 

集団行動・体つくり運動 テニス テニス 

高３年女子        

３単位 

4 月～7 月 8 月～12 月 

 ソフト バレー 

バードゴルフ ソフト 
 

 

 

 

 



【体育】 

種 目 学習内容 ねらい 

集団行動 
・集団行動（姿勢、方向転換、集合、整頓、列の増

減、開列、など）    

集団としての行動を秩序正しく行え

ることを目指す。 

体つくり運動 
・体ほぐしの運動  

・体力を高める運動 

 

 

 

身のこなしや体の調子を整えさせる。 

体育祭練習 
・旗体操 (女子)   

・体育祭練習（学年種目） 

集団としての行動を秩序正しく行え

ることを目指す。 

男子 

 

学習内容 ねらい 

剣 道 

・礼法、(立礼、正座、)  

・竹刀の持ち方（構え、足さばき）、素振り 

・防具の付け方 

・面，小手，胴打ち，切り返し             

・試合形式の稽古  

・試合 

剣道の技術の向上と礼儀正しい態度

を養う。 

陸上競技 

・短距離走（５０ｍタイムトライアル） 

・リレー競争（バトンパスの方法） 

・ハードル走（ハードリングの方法，インターバル

の走り方、５０ｍＨ走） 

・持久走｛外周コース（１周 700m）を２～５周｝ 

自己の技能や体力を最大限に発揮し，

タイムの向上を目指す。 

サッカー 

・ボールフィーリング ，パス，ドリブル 

・シュート  

・４対４のスモールサイドゲーム 

・１１対１１のゲーム 

サッカーの個人的技能（パス、ドリブ

ル、シュート）を習得し、ゲームに生

かせるようにする。ルールを守り，勝

敗に対して公平な態度がとれるよう

にする。 

バードゴルフ 

・正確なグリップ，アドレス，バックスイング，ダ

ウンスイング，インパクト，フォロー，フィニッシ

ュ 

基本的スイングを習得しコースを廻

る。審判不在のゲームなので，「正直・

公正」のフェアープレイの精神を養

う。 

バスケットボール 

・ドリブル技術習得（左右・ドリブルチェンジ・ス

ピードドリブル） 

・２対１のパス 

・５メン～３：２～２：１ 

・シュート（フリースロー・３Ｐ） 

・ゲーム 

基本的な技術、ルールを覚えるととも

に、仲間と協力して行うチームプレー

などをする楽しさや難しさを知り，チ

ームでのオフェンス・ディフェンスを

通してバスケットボールに関する理

解を深める。 

ソフトボール 

・キャッチボール（至近距離、遠投、ゴロ、フライ）  

・バッティング（素振り、トス）   

・バッティング（バント、フリー）   

・試合形式の練習，試合  

・チーム別での課題練習 

 

 

 

 

基本的な技術を身につける為にキャ

ッチボール、バッティングなどを行

う。また，基礎を生かしたゲーム展開

をできようにする。 



テニス 

正確な構えから，いかなる返球にも対応できるフッ

トワーク  

・フォアハンド，バックハンド，ボレー 

・ラリー，戦術学習  

・ゲーム 

基本的な技術を身につけ，ダブルスの

ゲームまで発展させる。お互い協力し

ながら集中してプレーを行う。 

女子 学習内容 ねらい 

陸上競技 

・短距離走（５０ｍタイムトライアル）   

・リレー競争（バトンパスの方法）   

・ハードル走（ハードリングの方法，インターバル

の走り方、５０ｍＨ走） 

 

自己の技能や体力を最大限に発揮し，

タイムの向上を目指す。 

バスケットボール 

・２人組パス（チェスト・ショルダー・バウンズ・

オーバーヘッド）  

・シュートの仕方（もち方・ボールを当てる位置）  

・ドリブル技術習得（左右・ドリブルチェンジ・ス

ピードドリブル）  

・レイアップシュート技術の習得  

・３対２ （ハーフコート）  

・ゲーム 

基本的な技術、ルールを覚えるととも

に，仲間と協力して行うチームプレー

などをする楽しさや難しさを知り， 

個人技ではないチームでのオフェン

ス・ディフェンスを通してバスケット

ボールに関する理解を深める。 

 

ダンス 

・ガイダンス・ビデオ鑑賞 

・運動課題，テーマの絞込み 

・個人のモチーフテスト，修正と踊り込み，通しで

踊る練習 

・発表会 

・動きで自分の考えが相手に伝わる喜

びを味わう。また，仲間と協和する 

・楽しみや人に感動を与える楽しさを

実感しよう。心と体をほぐしてリズム

感を身につけよう。 

テニス 

・グランドストローク 

（フォアハンド、バックハンド）  

・ボレー，ラリー，サービスからラリー 

・ゲーム 

基本的な技術を身につけ、ダブルスの

ゲームまで発展させる。お互い協力し

ながら集中してプレーを行う。 

バレーボール 

・パスの技術習得（オーバーハンドパス，アンダー

ハンドパス），二人組でパス 

・サーブ技術習得 

・スパイク技術，レシーブ，ブロックの習得 

・ゲーム 

基礎技術を再確認し、試合で生かせる

ようにする。 

ゲームで必要な技術を身につける 

ソフトボール 

・キャッチボールでボールに慣れる （至近距離～遠

投、ゴロなど) 

・バッティング練習 

・場面に合わせた守備練習，チームでの練習，連携

プレーの確認 

・ゲーム 

身につけた基本技能を発展させ，野球

におけるコミュニケーションのとれ

たゲームが出来るようにする。 



バードゴルフ 

・正確なグリップ，アドレス，バックスイング，ダ

ウンスイング，インパクト，フォロー，フィニッシ

ュ 

 

基本的スイングを習得しコースを廻

る。審判不在のゲームなので，「正直・

公正」のフェアープレイの精神を養

う。 

 

【保健】 

１年 （1 単位） 現代社会と健康 生涯を通じる健康・現代社会と健康 現代社会と健康 

２年 （１単位） 現代社会と健康 現代社会と健康・生涯を通じる健康 
現代社会と健康・ 

社会生活と健康 

 

１年 

１学期 １単元 現代社会と健康 

・私たちの健康のすがた 

・健康のとらえ方 

・健康と意思決定・行動選択 

・健康に関する健康づくり 

・生活習慣病とその予防 

２学期 

２単元 生涯を通じる健康 

・思春期と健康 

・性意識と性行動の選択 

・結婚生活と健康 

・妊娠出産と健康 

・家族計画と人工妊娠中絶 

１単元 現代社会と健康 

・交通事故の現状と要因 

・交通社会における運転者の資質と責任 

・安全な交通社会づくり 

３学期 １単元 現代社会と健康 

・食事と健康 

・運動と健康 

・休養・睡眠と健康 

・喫煙と健康 

・飲酒と健康 

・薬物乱用と健康 

 
２年 

１学期 １単元 現代社会と健康 

・交通事故の現状と要因 

・交通社会における運転者の資質と責任 

・安全な交通社会づくり 

・応急手当の意義とその基本 

・心肺蘇生法 

・日常的な応急手当 

・実技 



２学期 

１単元 現代社会と健康 

・欲求と適応機制 

・心身の相関とストレス 

・ストレスへの対処 

・心の健康と自己実現 

２単元 生涯を通じる健康 

・加齢と健康 

・高齢者のための社会的取り組み 

・保健制度とその活用 

・医療制度とその活用 

・医薬品と健康 

・さまざまな保健活動や対策 

３学期 

１単元 現代社会と健康 

・現代の感染症 

・感染症の予防 

・性感染症・エイズとその予防 

３単元 社会生活と健康 

・働くことと健康 

・労働災害と健康 

・健康的な職業生活 

 

 
【学習上の留意点】 

『体育』 

・クラスの体育委員の指示による整列、挨拶、出欠確認。 

・体育委員を中心に授業の内容に沿った準備運動や補助運動を行う。 

・安全性を重視する。まずは怪我の防止という点で準備体操は十分に行う。施設の正しい利用や用具の管理、運動場

の整備なども安全面では重要なことである。 

・服装は学校指定の体操服。運動に相応しい着用の仕方を心掛ける。衛生面にも配慮し、体操着は清潔にしておく。

また、シューズケースの置き方についてもクラス毎にまとめ、整理整頓に心掛ける。 

・評価・評定：前期は１０段階で評価する。学年末は５段階で評定する。 

 

『保健』 

・教科書、ノートを中心に学習する。ビデオ学習では重要と思われるところについてはメモをとるように心がけるこ

と。 

・ノートは年２回提出があります。日頃からまとめておくこと。 







２

学

期 

中
間
考
査 

（古文） 

物語（一） 

 

日記 

 

入試問題演習 

 

（漢文） 

清代の文章 

 

入試問題演習 

・物語を読んで、作者の思想や感情を読み取る。 

・文章の内容を構成や展開に即して的確に捉える。 

・問題の解き方を学び、実力を養う。 

 

期
末
考
査 

入試問題演習 

 

・問題の解き方を学び、実力を養う。 

 

 

【学習上の留意点】 

授業の進度によって内容が変わることがあります。 

 





















  

3. 人類の起源と進化 

 

第 2章 進化とそのしくみ 

1. 進化の証拠 

2. 生物の変異と進化 

第 3章 生物の系統 

1. 生物の分類と系統 

2. 界とドメイン 

3. 細菌 (バクテリア) ドメ

イン 

4. 古細菌 (アーキア) ドメ

イン 

5. 真核生物ドメイン 

 人類の出現を，多様化した生物進化の一部としてとらえ

させるとともに，人類の進化を理解させる． 

 生物進化がどのようにして起こるのかを理解する． 

 生物の遺伝と進化のかかわりや進化の仕組みについて

理解する． 

 生物は系統に基づいて分類できることを理解させる． 

 界を分類する規準や界より上位のドメインを設定した規

準について理解する． 

 細菌ドメイン, アーキアドメイン, 真核生物の特徴とそれ

に含まれる生物を理解する． 

 『セミナー生物』[10]生物の進化 [11]生物の系統の問題

演習により理解の程度を自己評価する． 

 夏季休業中に「生物基礎」「生物」の知識のインプットと

その確認のための問題演習に取り組む． 

 

二

学

期 

中
間
考
査 

高校生物 (生物基礎・生

物) の総復習 

 大学入試問題 (共通テスト・国公立大・私立大) を自力

で解くために必要な体系的な知識・理解 (知識力)，得

点できる答案記述 (記述力)，図・グラフの分析を含む計

算処理 (計算力) を完成させる． 

演習内容はおよそ以下の 12項目に大別される． 

① 遺伝学の歴史 ② 生体物質と呼吸 

③ 遺伝子の働きと調節 ④ 同化作用 

⑤ 生体のつくり ⑥ 刺激と反応 

⑦ 生殖と細胞分裂 ⑧ 体液のはたらき 

⑨ 発生と形態形成 ⑩ 恒常性 

⑪ 進化と系統 ⑫ 個体群と生態系 
 

最新の入試動

向を考慮した問

題演習 (紙面上

での実験・デー

タ処理を含む ) 

を行う． 

各個人の志望

校合格に必要な

インプットとアウ

トレットは別に追

加すること． 

期
末
考
査 

高校生物 (生物基礎・生

物) の総復習 

【学習上の留意点】 

授業を中心とした学習方法 (予習・復習の仕方やデジタル学習材の活用法など) については授業担当教員に確認し

てください．生物と生物現象の理解・探究には概念や知識のインプットとそれらを活用するアウトプットの両方が必要で

す．『セミナー生物基礎』『セミナー生物』と各自の志望校合格に必要な参考書 (副読本)・問題集・資料集 (図説) を

使い、インプットとアウトプットを繰り返しましょう．模擬試験は受験前の準備、受験、受験後の復習の 3 段階を意識し、1

学期は苦手分野の攻略を、2 学期は得意分野の完成を目指しましょう． 

 



















高校１年 全コース 保健体育 

教科 保健体育  

科目 体育・保健 

体育：２単位（３年次：３単位） 

保健：１単位（１，２年次のみ） 

対象学年 1 年 

コース  全コース 

【学習目標】 

[体育] ・運動することにより体力が向上する最も適した時期である。外周コースの持久走など積極的に運動する

ことによって健康な生活を送るための基礎体力の向上を目指す。また、授業のいろいろなスポーツを

経験することによって集団の一員としての行動や集団の規律・秩序といったことを学習する。 

[保健] ・思春期から中高年期までの健康に関することや、現代の健康問題を理解し、新しい時代の健康のあり方

について、自ら取り組めるように学習する。 

・集団の生活における健康などに関する知識を身につけ、社会生活における健康の意義を理解する。 

【評価の観点】 

[体育] 出席状況、授業への取り組み姿勢、実技テスト等を総合的に判断して評価する。 

[保健] 考査の素点、ノート及び授業態度等を総合的に判断して評価する。 

【使用教材】 教科書 ： 現代高等保健体育（大修館書店） 

副教材 ： 現代高等保健体育ノート（大修館書店）   

【学習内容】 

35W 4W 8W 8W 7W 8W 

4 月～5月 2 週 5 月 3 週～7 月 9 月～2 学期中間 2 学期中間～12 月 1 月～3 月 

学  年 1 2-1 2-2 3 

高１年男子 

２単位 

スポーツテスト サッカー 剣道 陸上 バスケ 

体つくり運動 バスケ 陸上 剣道 サッカー 

集団行動 剣道 サッカー バスケ 陸上 

高２年男子 

２単位 

スポーツテスト サッカー ソフト バードゴルフ バスケ 

体つくり運動 バスケ バードゴルフ ソフト サッカー 

集団行動 ソフト サッカー バスケ バードゴルフ 

高３年男子 

３単位 

4 月～7 月 9 月～12 月 

 

ソフト ソフト 

サッカー サッカー 

テニス バードゴルフ 

高１年女子 

２単位 

スポーツテスト テニス バスケ 
ダンス 

陸上 

集団行動・体つくり運動 陸上 テニス バスケ 

高２年女子 

２単位 

旗体操・スポーツテスト バレー 
ダンス 

バレー 

集団行動・体つくり運動 テニス テニス 

高３年女子        

３単位 

4 月～7 月 8 月～12 月 

 ソフト バレー 

バードゴルフ ソフト 
 

 

 

 

 



【体育】 

種 目 学習内容 ねらい 

集団行動 
・集団行動（姿勢、方向転換、集合、整頓、列の増

減、開列、など）    

集団としての行動を秩序正しく行え

ることを目指す。 

体つくり運動 
・体ほぐしの運動  

・体力を高める運動 

 

 

 

身のこなしや体の調子を整えさせる。 

体育祭練習 
・旗体操 (女子)   

・体育祭練習（学年種目） 

集団としての行動を秩序正しく行え

ることを目指す。 

男子 

 

学習内容 ねらい 

剣 道 

・礼法、(立礼、正座、)  

・竹刀の持ち方（構え、足さばき）、素振り 

・防具の付け方 

・面，小手，胴打ち，切り返し             

・試合形式の稽古  

・試合 

剣道の技術の向上と礼儀正しい態度

を養う。 

陸上競技 

・短距離走（５０ｍタイムトライアル） 

・リレー競争（バトンパスの方法） 

・ハードル走（ハードリングの方法，インターバル

の走り方、５０ｍＨ走） 

・持久走｛外周コース（１周 700m）を２～５周｝ 

自己の技能や体力を最大限に発揮し，

タイムの向上を目指す。 

サッカー 

・ボールフィーリング ，パス，ドリブル 

・シュート  

・４対４のスモールサイドゲーム 

・１１対１１のゲーム 

サッカーの個人的技能（パス、ドリブ

ル、シュート）を習得し、ゲームに生

かせるようにする。ルールを守り，勝

敗に対して公平な態度がとれるよう

にする。 

バードゴルフ 

・正確なグリップ，アドレス，バックスイング，ダ

ウンスイング，インパクト，フォロー，フィニッシ

ュ 

基本的スイングを習得しコースを廻

る。審判不在のゲームなので，「正直・

公正」のフェアープレイの精神を養

う。 

バスケットボール 

・ドリブル技術習得（左右・ドリブルチェンジ・ス

ピードドリブル） 

・２対１のパス 

・５メン～３：２～２：１ 

・シュート（フリースロー・３Ｐ） 

・ゲーム 

基本的な技術、ルールを覚えるととも

に、仲間と協力して行うチームプレー

などをする楽しさや難しさを知り，チ

ームでのオフェンス・ディフェンスを

通してバスケットボールに関する理

解を深める。 

ソフトボール 

・キャッチボール（至近距離、遠投、ゴロ、フライ）  

・バッティング（素振り、トス）   

・バッティング（バント、フリー）   

・試合形式の練習，試合  

・チーム別での課題練習 

 

 

 

 

基本的な技術を身につける為にキャ

ッチボール、バッティングなどを行

う。また，基礎を生かしたゲーム展開

をできようにする。 



テニス 

正確な構えから，いかなる返球にも対応できるフッ

トワーク  

・フォアハンド，バックハンド，ボレー 

・ラリー，戦術学習  

・ゲーム 

基本的な技術を身につけ，ダブルスの

ゲームまで発展させる。お互い協力し

ながら集中してプレーを行う。 

女子 学習内容 ねらい 

陸上競技 

・短距離走（５０ｍタイムトライアル）   

・リレー競争（バトンパスの方法）   

・ハードル走（ハードリングの方法，インターバル

の走り方、５０ｍＨ走） 

 

自己の技能や体力を最大限に発揮し，

タイムの向上を目指す。 

バスケットボール 

・２人組パス（チェスト・ショルダー・バウンズ・

オーバーヘッド）  

・シュートの仕方（もち方・ボールを当てる位置）  

・ドリブル技術習得（左右・ドリブルチェンジ・ス

ピードドリブル）  

・レイアップシュート技術の習得  

・３対２ （ハーフコート）  

・ゲーム 

基本的な技術、ルールを覚えるととも

に，仲間と協力して行うチームプレー

などをする楽しさや難しさを知り， 

個人技ではないチームでのオフェン

ス・ディフェンスを通してバスケット

ボールに関する理解を深める。 

 

ダンス 

・ガイダンス・ビデオ鑑賞 

・運動課題，テーマの絞込み 

・個人のモチーフテスト，修正と踊り込み，通しで

踊る練習 

・発表会 

・動きで自分の考えが相手に伝わる喜

びを味わう。また，仲間と協和する 

・楽しみや人に感動を与える楽しさを

実感しよう。心と体をほぐしてリズム

感を身につけよう。 

テニス 

・グランドストローク 

（フォアハンド、バックハンド）  

・ボレー，ラリー，サービスからラリー 

・ゲーム 

基本的な技術を身につけ、ダブルスの

ゲームまで発展させる。お互い協力し

ながら集中してプレーを行う。 

バレーボール 

・パスの技術習得（オーバーハンドパス，アンダー

ハンドパス），二人組でパス 

・サーブ技術習得 

・スパイク技術，レシーブ，ブロックの習得 

・ゲーム 

基礎技術を再確認し、試合で生かせる

ようにする。 

ゲームで必要な技術を身につける 

ソフトボール 

・キャッチボールでボールに慣れる （至近距離～遠

投、ゴロなど) 

・バッティング練習 

・場面に合わせた守備練習，チームでの練習，連携

プレーの確認 

・ゲーム 

身につけた基本技能を発展させ，野球

におけるコミュニケーションのとれ

たゲームが出来るようにする。 



バードゴルフ 

・正確なグリップ，アドレス，バックスイング，ダ

ウンスイング，インパクト，フォロー，フィニッシ

ュ 

 

基本的スイングを習得しコースを廻

る。審判不在のゲームなので，「正直・

公正」のフェアープレイの精神を養

う。 

 

【保健】 

１年 （1 単位） 現代社会と健康 生涯を通じる健康・現代社会と健康 現代社会と健康 

２年 （１単位） 現代社会と健康 現代社会と健康・生涯を通じる健康 
現代社会と健康・ 

社会生活と健康 

 

１年 

１学期 １単元 現代社会と健康 

・私たちの健康のすがた 

・健康のとらえ方 

・健康と意思決定・行動選択 

・健康に関する健康づくり 

・生活習慣病とその予防 

２学期 

２単元 生涯を通じる健康 

・思春期と健康 

・性意識と性行動の選択 

・結婚生活と健康 

・妊娠出産と健康 

・家族計画と人工妊娠中絶 

１単元 現代社会と健康 

・交通事故の現状と要因 

・交通社会における運転者の資質と責任 

・安全な交通社会づくり 

３学期 １単元 現代社会と健康 

・食事と健康 

・運動と健康 

・休養・睡眠と健康 

・喫煙と健康 

・飲酒と健康 

・薬物乱用と健康 

 
２年 

１学期 １単元 現代社会と健康 

・交通事故の現状と要因 

・交通社会における運転者の資質と責任 

・安全な交通社会づくり 

・応急手当の意義とその基本 

・心肺蘇生法 

・日常的な応急手当 

・実技 



２学期 

１単元 現代社会と健康 

・欲求と適応機制 

・心身の相関とストレス 

・ストレスへの対処 

・心の健康と自己実現 

２単元 生涯を通じる健康 

・加齢と健康 

・高齢者のための社会的取り組み 

・保健制度とその活用 

・医療制度とその活用 

・医薬品と健康 

・さまざまな保健活動や対策 

３学期 

１単元 現代社会と健康 

・現代の感染症 

・感染症の予防 

・性感染症・エイズとその予防 

３単元 社会生活と健康 

・働くことと健康 

・労働災害と健康 

・健康的な職業生活 

 

 
【学習上の留意点】 

『体育』 

・クラスの体育委員の指示による整列、挨拶、出欠確認。 

・体育委員を中心に授業の内容に沿った準備運動や補助運動を行う。 

・安全性を重視する。まずは怪我の防止という点で準備体操は十分に行う。施設の正しい利用や用具の管理、運動場

の整備なども安全面では重要なことである。 

・服装は学校指定の体操服。運動に相応しい着用の仕方を心掛ける。衛生面にも配慮し、体操着は清潔にしておく。

また、シューズケースの置き方についてもクラス毎にまとめ、整理整頓に心掛ける。 

・評価・評定：前期は１０段階で評価する。学年末は５段階で評定する。 

 

『保健』 

・教科書、ノートを中心に学習する。ビデオ学習では重要と思われるところについてはメモをとるように心がけるこ

と。 

・ノートは年２回提出があります。日頃からまとめておくこと。 


